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　　＊漕付申包にほー即徴収票か必要ですバコビー不可）

▼問い名わせ先腹務管理咀（役場１階右側）Tk叫ISj

　　　　会丿萄松崎隋禰　　TarQ11
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国民健康保険税や長寿医療ほ険料を年金からお支払いの方へ

靭除服から､『年金参S』と『□龍振髄丿

奄選鋼で沓るまうに智ります

　一升、無聊から|珊民健康保険税や長寿医療保険料を支払っている万は、保険吽ｉ祠

の窓□で手続きをすると、来年度から口座融替で瓦払うことかできまｊ。

　平成21年１月39日までに手続きをすると、平成21年４月の年金支給分から支払い方

｡宍か変更され、口座振替で叉払うことかで酉ま可。(国民健康保険税は７月から、長

石度廓‘?険料は８月から)

　この変更によ○保険料の総額か変わることはありません。

なお、引き続き年金からの支払いを希望される方は、手読きの必要｢よありません。

４諸塵●１

・娠胴聊運一て手睡轡凌きれた堤自咄、８月ａ�の聴音重一９から曹●|こ・りま１．

・曝圃き|こは、［］蕗－植捨鐘畠（ＳＡ羅）の種出が必‐で酋．一碧曝前|ご音融●習で

　ー霞･ａｌｂて、□謳振替偏頗塵l席Å捲】審ご糖齢くだきLI.

I鵬刺al収iM●によ○口座麹菌への蛮●署お●□・墨堤自右昌Ｃ・首．

　こんなときにも国保の給付が受けられ豪す

以下のような場合にも､国保の窓口に申請･ると冤給か受けられます。

■出窟したとき（出崖育児一時金の支給）

　岬保険者か出産したときに､申請により世帯主に支給されます。妊娠12週（85日）

　al海で函ｎぱ、死隆一流産でも支給され・す。

　|申請に必要なもの|

　●保険証●印かん●母子健康手帳●荒屋・況屁の場合は医師の肛明器

■植偏難響か亡くな・たとき1�擾豊ｇ査館）

　櫨佃睡者か亡＜寫ったときJI●によロ�翻割iコたÅ圃圭）に宣鮑きｎ艦首。

　11●にａ●なもsl

　●一睡盛●印かん●死亡・・言

＜問い合わせ先＞生活部保険年金班（国民健康保険関係）IES-ISI

　　　　　　　　　　　　（長寿医－呆険関係）�B4-1513
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